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これ、僕が釣ったんだ！楽しいよ!
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広報よもぎた

第
1
1回
蓬
田
村
民
祭

健
康
診
断
を
家
族
で
受
診
し
よ
う
と
『
健
康
劇
』
で
ア
ピ
ー
ル
！

十
一
月
二

日
・
三
日

の
両
日

、
蓬
田

中
学
校
体

育
館
と
村
農

業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
第
十
一
回
蓬
田

村
民
祭
（

坂

本
祐
一

実
行

委
員
長

）
が
「
北
は

今
　

よ
も

ぎ
た
…
そ
し
て
北
緯

4
1度
」

を
テ

ー

マ
に
行

わ
れ
、
約
八
百

人
の

お
客
様

で
賑
わ

い
ま

し

た
。

中

学

校

体

育

館

に

は

、

色

々

な

作

品

が

展

示

／

文
芸
展

に
は
、
小
・
中

学
生
に

よ

る
絵
画

、
習
字
等
色

々
な
作
品

が
出
展
さ

れ
、
各
母
親

ク
ラ

ブ
会

員

に
よ
る
手

芸
作
品
も
多

数
出
品

さ

れ
ま
し
た
。

文
化
財
展

に
は
、

民

具
な

ど
の
民

族
資
料
。
書

道
展

（
十
数
点

）
、
写

真
展
（
二

十
数

点
）
、
生
花
展

（
十
数
点

）
、
盆

栽

展

（
五

十

数
点

）
等

多

数

の

作
品

が
展
示

さ
れ
お
客

さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

ま
た
、
会
場

入

口
で
は
、
傘
松

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
ホ

タ
テ
炊
き
こ
み
ご
飯
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
が
人
気
を
よ
び
ま
し
た
。

昨
年
の
五
月
村
中
央
公
民
館
に

十
五
台
設
置
さ
れ
た
『
ワ
ー
ド

ー

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
』
通
称
ワ
ー
プ
ロ

を
五
台
、
体
育
館
に
用
意
し
て
村

民
の
方
に
操
作
方
法
を
指
導
し
、

少
し
で
も
ワ
ー
プ
ロ
に
慣
れ
て
ほ

し
い
と
実
施
し
た
結
果
、
子
供
達

に
人
気
集
中
と
な
り
、
大
人
の
方

毎

年

恒

例

に

な

っ

た

村

農

業

協

同

組

合

主

催

の

農

産

物

共

進
会

に

は

、

桃

太

郎

「
ト

マ
ト

」

、

な

め

こ

、

生

シ
イ

タ

ケ

、
長

葱

、
白
菜

、

大

根

、

小

豆

、
大

豆

、
キ

ャ

ベ

ツ

、

ジ

ャ

ガ
イ

モ

等

沢

山

の

野

菜

が

出

品

さ

れ

、

「
ト

マ

ト

」

を

出

品

し

た
佐

藤

律

子

（
長

科

）
さ

ん

が

金

賞

で

見

事

、

青

森

県

知

事

賞

を

獲

得

し

ま
し

た
。
ま

た

、「
キ

ャ

ベ
ツ
」
、

横

山

幸

恵

（
中

沢

）

、

「
大

根

」

青

木

三

枝

（
阿

弥

陀

川

）
、

「
な

め

こ
」

吉

田

秀

子
（
中

沢

）
、

「

大

豆

」

坂

本

睦

子

（

中

沢

）
、

「
玄

米

」

坂

本

久

男

（

中

沢

）

さ

ん

が

見

事

金

賞

を

獲

得

し

ま

し

た
。

ま

た

、
最

終

日

は
展

示
開

始

と
同

時

に

出

品

さ

れ

た

野

菜

な

ど

を

買

い
求

め

る
人

で

ご
っ

た
返

し

、

農

協

職

員

が
汗

だ

く

で

応

対

、

あ

っ

と

い
う

間

に
完

売

と

な

り

ま
し

た
。

第11回村民祭から

ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ナ
ー
は
、

子
供
達
に
人
気
集
中
！

テ

ー

マ
ご
と
に
作
っ
た

「
村

」

・
「
生
徒
」
・

「
笑

い
」
　（
七

十

四

点
）
中
か
ら
題

ご
と
に

お
い
で

に
な
っ
た
お
客

さ
ん
に

ど
の
川
柳

が
良

い
か
選
ん

で
も
ら
う
コ

ー
ナ

ー
を
設
け

た
結
果

、
佐

々
木

栄
博

（

中

沢

）

さ
ん

が
作

っ

た

作

品

「
お
ら

が
村
湯

も
水
も
出
ネ

ー
一

億
円

」

が
一
番
人
気

と
な
り

ま
し

た
。 川

柳
展
で
は
二
二
題
に
別
け

て
人
気
投
票
を
実
施
！

桃
太
郎
ト
マ
ト
で
、
佐
藤
律
子
さ

ん
が
見
事
、
県
知
事
賞
を
獲
得
！

ま
で
は
順
番
が
回
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
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村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
１
前
で
は
、
村
商
工
会
並
び
に

ス
タ
ン
プ
会
主
催
の
ス
タ
ン
プ
交

換
会
が
行
わ
れ
、
仕
入
れ
の
原
価

で
商
品
と
ス
タ
ン
プ
が
交
換
で
き

る
と
あ
っ
て
会
場
は
大
盛
況
で
し

た
。
ま
た
、
同
会
場
に
て
行
わ
れ

た
、
村
農
業
青
年
経
営
者
協
議
会

主
催
の
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
白
菜
等
の
野
菜
が
安
く
売
ら

れ
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

村
農
業
者
ト
レ
ー
ユ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
村
母
親
ク
ラ

ブ
主
催
の
ワ
ン
モ
ア
シ
ョ
ッ
プ

（

も
う

い
ち

ど
つ
か
お
う

）
に
は
、

各
家
庭

に
眠

っ
た
ま
ま

に
な
っ
て

い
る
子

供
服
や
雑
貨

、
雑

誌
そ
の

他
の
不
用

品
等

が
各
地
区

の
母
親

ク
ラ
ブ
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
無
料
で
持

寄
り
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
場

に
訪
れ
た

お
客

さ
ん
は

、

そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
家

庭
に
必
要
な

品
物

を
と
て
も
安

い
価
格
で
買

い

求
め

、
初
の
試
み

と
し

て
は
売
行

き
上

々
の
結
果

と
な
り

、
母
親

ク

ラ

ブ
で
は
、
来
年
も

是
非

実
施
し

た

い
と
意

欲
十
分
で
す
。

今
回

も
売
上

げ

の
収
益
金
を
村

社
会

福
祉
協
議
会

へ
寄
付
す

る
こ

と
に
な

っ
て
お
り
ま
す

。

ま

た
、
同
会
場

で
は
、
母
親

ク

ラ

ブ
会

員
に
よ

る
フ
ラ

ン
ク
フ

ル

ト
や

、
農
協
婦
人

部
に
よ
る
手

作

り

ド
ラ

焼
、
睦

ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ

ー

会

に
よ

る
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー

の
販

売
や

、
婦
人
会

に
よ
る
食

堂

が
行

わ
れ
、
沢
山

の
人
で
賑

わ
い
を
見

せ

ま
し

た
。

る
血
圧
測
定

、
ま
た
、
食

生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
健
康

劇
が
上
演

さ
れ
、
「
健

康
診
断
を

受

け
て
明

る
い
家
庭
を
」

と
村
民

一
人
ひ

と
り

の
健
康
管
理

に
関
す

る
問
題
を
皆

で
考
え

、
解

決
し

て

い
く
機
会

に
し

た

い
と
頑
張

り
ま

し

た
。

役
場
民
生
課
が
主
催
の
・
短
命

村
返
上
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
の
健
康
展
は
、
家
庭
看

護
用
品
、
高
齢
者
手
づ
く
り
作
品

即
売
コ
ー
ナ
ー
、
機
能
回
復
訓
練

教
室
の
作
品
、
食
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
健
康
ジ
ュ
ー
ス
等
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
や
、
保
健
婦
に
よ

同
会
場
で
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
王
松
太
鼓
愛
好
会
に

よ
る
「
さ
な
ぶ
り
太
鼓
」
、
「
玉

松
太
鼓
」
や
、
青
森
市
の
メ
ン
バ

ー
四
人
に
よ
る
「
銀
杏
太
鼓
」
が

披
露
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

二

千
捌
き
）や
、
木
戸
流
と
石
川

流
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
津
軽
手
踊

り
が
披
露
さ
れ
会
場
の
お
客
さ
ん

を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
歌
手
の
蓬
田

か
ほ
り
（
中
沢
）
さ
ん
が
得
意
の

の
ど
を
村
民
に
披
露
し
盛
ん
な
声

援
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
蓬
田
か
ほ
り
さ
ん
が
歌

を
担
当
し
、
婦
人
全
員
が
お
揃
い

の
浴
衣
を
着
て
会
場
狭
し
と
「
蓬

田
音
頭
」
を
踊
っ
て
二
日
間
の
楽

し
い
村
民
祭
を
閉
じ
ま
し
た
。

村

民

祭

か
行

わ

れ

た

。

中

学

校

の

体

育

館

に

お

い
て

、

北

緯
4
1
度

に
関

す

る

ク

イ

ズ

を

実

施

し

た

と

こ

ろ

、

応

募

者
四

十

七

名

中

、

正

解

者

が
十

六

名

で

し

た

の

で

、

抽

選

し

た

結

果

、

当

選

者

は

次

の

と

お

り

で

す

。

（

敬

称

略

）

◆

青

木

香

織

（

阿

弥

陀

川

）
◆

奥

崎

隆

（
中

学

校

）
◆

小

松

恵

（
蓬

田

）◆

坂
本

祐

馬
（

阿

弥

陀

川

）◆

坂

本

真

吾
（

長

科

）
◆

田

中

一

生

（
蓬

田

）
◆

福

井

み

き

（

郷

沢

）
◆

松

本

孝

紀
（

長

科

）
◆

山

舘

昭

一
　（

瀬

辺

地

）
◆

吉

田

隆

繁

（

中

沢

）

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

▼

問

題

―
、

北

緯
4
1
度
0
0
線

上

の

町

村

は

『
答

え

は

①

横

浜

町

』

▼

問

題

２

、

北

緯
4
1
度
0
0
線
上

に

な

い

国

は

『
答

え

は

③

大

韓

民

国

（

南

朝

鮮

）
』

▼

問

題

３

、

南

緯
4
1
度
0
0
線

上

の

国

は

、『
答

え

は

①

ニ
ュ

ー

ジ
ー

ラ

ン

ド

』

▼

問

題

４

、

日

本

国

憲

法

第
4
1
条

は

、

『
答

え

は

②

国

会

は

、

国

権

の

最

高

機

関

で

あ

っ

て
国

の

唯

一

の

立
法

機

関

で

あ

る

』

正

解

者

に

は

後

日

、

オ
リ

ジ
ナ

ル
テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

と

粗

品

を

お

届

け

し

ま

す

。

第11回村民祭から

ワ
ン
モ
ア
シ
ョ
ツ
プ
は
、

売
行
き
上
々
－
！

ス
タ
ン
プ
交
換
会
は
大
盛
況
！

村
民
一
人
一
人
が

目
分
の
健
康
を
考
え
よ
う
！

太
鼓
の
響
き
に

会
場
は
シ
ー
ン
！

蓬
田
か
ほ
り
シ
ョ
ー
が

お
客
さ
ん
を
魅
了
！

ク
イ
ズ
の
当
選
者
1
0
名
決
定
！
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広報よもぎた

愛
の
献
血
ご
協
力
あ
り
が
と
う
！

十

一
月

十
一
日
（
月

）
に
実
施
し

た
献

血
に
、
男
性
五
十
二
名

、
女

性
十
二

名

の
協

力
。

今
回

の
献

血
で
は
、
二

百

祠
号
一

十
六
人

）
四
百

濕
（
二
十
四

人

）

成
分
献
血
（
四

人
）
と
四
百

濕
の

献

血
を
し
て
く

れ
る
方

が
だ
い
ぶ

増
え
ま
し
た
。

あ
な
た
も
一
度
、
四
百
濕
の
献

血
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

た
く
さ
ん
の
人
々
の
善
意
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
献
血
。

一
人
一
人
の
温
か
い
心
が
尊
い

命
を
救
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
献
血
に
ご
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
後
日
、
七
種
類

の
生
化
学
的
血
液
検
査
の
結
果
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た
自

身
の
健
康
管
理
に
も
お
役
に
立
ち

ま
す
。

地　 区　 名 氏　　　 名 氏　　　 名 氏　　　 名

中　　 沢

//

坂本　　 亮

坂本　 幹人

三上　 範夫

坂本　　 豊

泉　　 憲光

長　　 科

7/

μ

松本　 栄徳

藤本　　 巖

小鹿　 秀敏

古川　正隆

小鹿　 正|専

工藤　 幸司

工藤　正 人

佐藤　 信彦

工藤美智子

阿 弥 陀 川

μ

//

μ

金枝　　 晃

白取　 秀子

森　　 一也

木村　 伸一

小鹿　 義晃

野苺　 健純

青木　　 敬

横内　 澄子

青木　　 実

坂本　　 大

森　　 ちぎ

蓬　　 田

μ

μ

津島　博文

清水　 淳範

芳賀　　 作

細谷　 昭子

津島　 俊則

室谷　 藤夫

田中　 光明

長内　 政昭

宮　　 本 津島　 永孚

郷　　 沢

μ

7/

高田　　 徹

福井登志美

高田　恵美

高田　一憲

福井　 正美

小猿　　 浩

森　　 宮子

中川　　 悟

福井　 俊行

㈲ 辺 地

μ

木村　 先雄

越田　 茂弘

越田　　 久

越ｍ　 美尋

高坂　　 勁

広　　 瀬

μ

川崎　 幸治

佐井　 浩行

椒 崎　真人

佐井　 勝治

久慈　 康明

高　　 根 稲葉　　 貢 八幡　 聖司 佐井良百生

村外の方

μ

μ

木村　 春美

高杉　　 理

筧用子秀子

青木百合子

坂本　 勝教

坂本　　 勣

川崎　 清春

猪股智栄子

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
年
金
手
帳
に
は
、
加
入
し

た
制
度
の
記
号
番
号
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
が
記
入
さ
れ
ま
す

が
、
記
号
番
号
だ
け
は
、
一
生
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
厚
生
年
金
と
国
民
年

金
の
共
通
手
帳
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
加
入
す
る
制
度
が
変
っ
て

も
、
同
じ
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
加
入

が
眺

め
ら
れ
ま
す
。

富
士
見
湖

は

フ
ナ
釣
り

の
メ

ッ
カ
と
し

て
も

知

ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
他

、

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

、

テ

ニ
ス
コ

ー
ト

、
自
然

遊
歩
道

、

富
士
見

湖
一
周

の
サ
イ

ク
リ

ン
グ

も
楽
し

め
ま
す

。

ま
た
、
こ

こ
を
ペ
ー

ス
に
太
宰

治
の
ふ

る
さ
と
金
木
町

、
桜
と
史

跡
の
城
下

町

弘
前
市
、
冬

に
は
、

初

級
者
か
ら
上

級
者
ま
で
満

足
で

き

る
、
鰺

ヶ
沢

ス
キ
ー
場

へ
行

っ

て
み

て
は

い
か
が
で
す

か
。

国
民

年
金

の
被
保
険
者

、
受

給

権
者

は
、
割
引

料
金
に
な
っ
て

い

ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ

は
、
直
接

「
つ

が
る

富
士

見
荘
」

へ
。

登
○

一
七
三
（
二

二

）三

〇
〇
三

期

間

や

、

保

険

料

を

納

め

た

期

間

な

ど

、

個

人

の

年

金

に

関

す

る

記

録

が

す

べ

て

、

こ

の

記

号

番

号

で

わ

か

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

か

ら

、

将

来

、

年

金

を

請

求

す

る

と

き

や

、

相

談

、

照

会

の

際

に

年

金

手

帳

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

紛

失

し

た

ら

再

交

付

の

手

続

き

１
１
‐
－
－
－
‐
‐

自‐
‐
1
1
1
1
1
1
1

‐

１
１

自
―
―
1
1
1
1
1

自

―
―
―

を

、

同

じ

制

度

の

異

な

っ

た

記

号

－

１

自
自
自
自
‐
1
1
1
1
1
1
1

‐
‐
‐

１
‐
－
－

番

号

を

二

つ

以

上

持

っ

て

い

る

と

き

は

、

一

つ

に

整

理

す

る

手

続

き

を

し

て

大

切

に

保

管

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

住

所

、

氏

名

が

変

更

に

な

っ

た

と

き

も

、

忘

れ

ず

に

届

け

出

し

て

く

だ

さ

い

。

民生課から 4

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
ヘ
ご
う
ぞ
！

国
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
、
く
つ
ろ
ぎ
と
健
康

づ
く
り
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
よ
う
に
と
建
設
し
て
い
る
の
が

国
民

年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
で
す
。

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
各

都
道
府
県

に
最

低
一
ヵ
所

は
設
置

す

る
こ
と
を
目

標
に
建
設

を
す

す

め
て
お
り
、
青

森
県
に
は

、
昭

和

五

十
年
に

オ
ー
プ

ン
し
た

「
つ
が

る
富
士
見
荘
」

が
あ
り
ま
す
。

リ

ン
ゴ
で
知
ら

れ
る
津
軽
平

野

の

ほ

ぼ
中
央
、
津

軽
富
士
見
湖

畔

に
あ
り

、
全
面

ガ
ラ

ス
張
り

の
明

る

い
温

泉
浴
室

か
ら
は
、
富
士
見

湖

と
湖
面

に
姿
を
う

つ
す
岩
木

山
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雌
の
部
で
森
秀
夫
さ
ん
の
「
ふ
く
み
」
か
優
等
賞
！

雄
の
部
で
室
谷
春
男
さ
ん
の
「
谷
神
５
」
が
一
等
賞
。

十
月
二

十
二

日
（

火
）
村
営
牧

場

に
お
い
て
、
村
肉

牛
生
産
組
合

（
細
谷
靖
信
組
合
長

）
主
催
の
村

畜

産
共

進
会

が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
共
進
会
は
今

年
で
八
回
目

を
迎
え

、
各
醉
農
家

が
手
塩
に

か

け
て
育

て
た
生
後
六

ヶ
月

か
ら
十

二

ヶ
月

の
子
牛
（
黒
毛

和
種

）
の

発
育

状
態
を
競
う
も

の
で
、
こ

の

第
八
回
村
畜
産
共
進
会

囗
出
品
さ

れ
た
子

牛
は
二
十
二

頭

で
し

た
。

午
前
八
時
よ

り
、
組
合
員

が
体

高
と
体
重
を
測

定
し

た
後

、
審
査

員
が
発
育

状
況

と
肉
質
な

ど
を
入

念
に
チ

ェ

ッ
ク
し

ま
し

た
。

そ
の
結
果

、
雌
の
部
で

は
森
秀

夫

（

阿

弥

陀
川

）

さ
ん

所

有

の

「
ふ
く
み
」

が
優
秀
賞
を

、
雄
の

部

で

は

室

谷

春

男

さ

ん
所

有

の

「
谷

神
５
」

が
一
等

賞
を
獲
得
し

ま
し

た
。

褒
章

授

与

式

で

は

、

葛

西

正

青
森

家

畜

保

健

衛

生

所

長

よ

り

「

メ
ス
は
、
発
育

、
体
高

と
も
標

準
で
あ

り
ま
す

が
、
入
賞
し

た
牛

を
見
ま
す

と
、
人

口
受
精
よ
り

も

自
然
交
配

し
た
牛

が
多

く

、
全
般

的

に
は
種
牛
の
選
定

の
改
善

が
必

要
で
す

。
オ

ス
は
、
農
耕
飼

料
を

食

べ
さ
せ
過

ぎ
の
よ
う

で
あ

る
」

と
審

査
報
告
し
ま
し

た
。

来

賓
と
し
て
出
席
し

た

、
八

戸

良

次
郎
村
長

と
、
美
濃
谷

猛
東
農

林

事
務
所
次
長
よ

り
「
酪
農

農
家

の
皆

さ
ん
は

、
基
本

を
忘

れ
る
こ

と
な
く
品
質
改
良

に
努
力
し

て
い

た
だ
き
、
多
角

的
な
経
営
で

農
家

経
営
を
高
め
て

ほ
し

い
」

と
祝
辞

が
あ

り
ま
し

た
。

引

き
続
き

、
受
賞
者
を
代

表
し

て
、
森
秀

夫
さ
ん

が
答
辞

を
述

べ

て
目
出
度

い
式
を
閉
じ

ま
し

た
。

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

●受賞者一覧

▼メスの部

優等賞 ふ　　く　　み 森　　　秀　夫

一等賞 す　ぎ　は　な 川　内　勇次郎

二等賞 第８のりきよ 中　川　亮一郎

▼オスの部

一等賞 谷　 神　　５ 室　谷　春　男

二等賞 長　　　　茂 森　　　秀　夫

三等賞 沢 谷 の ９ 中　川　亮一郎

三等賞 長　　　　花 貪　谷　初三郎

「
新
青
森
県
婦
人
行
動
計
画

が
決

ま
り
ま
し

た
。

県
で
は
、
男
女
共
同
参
加
型
社

会
の
形
成
を
め
ざ
す
た
め
、
平
成

元
年
七
月
に
「
新
青
森
県
婦
人
行

動
計
画
」
を
策
定
し
、
西
暦
二
千

年
ま
で
の
婦
人
対
策
の
課
題
と
施

策
の
方
向
を
指
示
し
ま
し
た
。

婦
人
問
題
は
、
法
制
度
や
行
政

の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
面
も
あ

り
、
個
人
、
家
庭
、
企
業
、
地
域

社
会
な
ど
県
民
全
て
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

（
計
画
の
基
本
目
標
）

①
男
女
平
等
を
め
ぐ
る
意
識
変

革
の
推
進

②
女
性
の
社
会
参
加
の
推
進

③
多
様
な
選
択
を
可
能
抖
す
る

条
件
整
備

④
母
性
の
尊
重
と
健
康
の
推
進

⑤
老
後
等
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
。

こ
の
計
画
の
推
進
に
当
た
り
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
窓
口

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第８回村畜産共進会から5

め
す

お
す
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近

代

釣

な

装

備

の

ポ
ン

プ

車

を

配

置

十
月
二

十
八
日

（
月

）
午
前

十

時
上
り

、
甘
消
訪
団

第

二
分
団

屯

所
前

に
お
い
て
、
新
し

く
購
入
し

た

ポ
ン
プ
自
動
車

の
入

魂
式

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

人
魂
式
で
は
、
熊
の
宮
神
社
（
青

森
市
）
の
神
主
に
よ
る
神
事
の
後

関
係
者

仁
上
石
工

率

と
続
き
、
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

引
き

続
き
、
会
場

を
村

保
育
所

グ
ラ

ン
ド
に
移
し
、

ポ
ン

プ
車

の

放
水
試
験

が
行
わ

れ
、
そ

げ
て
見

守
る
来
賓
や

、
関
係
者

に
最
新
鋭

の
機
能
を

碑
露
し

ま
し

た
。

会
場
を
中

沢
部
落
公
民
館

に
移

し
て
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
八

戸
村
長
上
り
鳴
海
（
有
）
丸
栄
消

竹
社
長

へ
感
謝
状
の

贈
呈

、
青
田

清
光
中
沢

部
落
長
上
り

「
新
し

い

ポ

ン
プ
自

動
車
で
こ

れ
か
ら
も
住

民
を
災

害
か
ら
守
っ
て

ば
し

い
」

と
挨
拶

が
あ

り
ま
し

た
。

来
賓

と
し

て
出
席
し

か
、
八
戸

良
次
郎
村
長

よ
り
「
何

よ
り

も
隹

い
の
は
火

事
で
あ
り
ま
す
。

こ

れ

か
ら
も
団
員
の
皆
さ
ん
の
団
結
で
、

住
民
の
生
命

・
財
産
を
守

っ
て

ば

し

い
」
と
、
清

水
信
造
村
議

会
議

長

よ
り
「
団
員

の
皆
さ
ん

は
、
昼

夜
、
厳
寒
酷
使

で
あ
り
ま
す

が
、

今
日
の
人

魂
式
を
契
機

に

Ｉ
層
頑

悵
っ
て

ば
し

い
」

と
、
坂
本
秀
行

村
消
防
団
長
よ

り

『
近
代

的
に
装

備
さ
且

だ
消
防

ポ

ン
プ
自
動
車
加

配
置

さ
れ
た
こ

と
に
ヽ
心
よ
り

お
祝

い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
団
員
相

「国の教育ローン」のご利用を！

互
の
親
睦
と
防
火
業
務
に
精
励
し

て
ば
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
櫛
引
武
義
分
団
長

上
り
団
員
を
代
表
し
て
謝
辞
、
前

坂
本
祐
一
村
消
防
団
長
の
乾
杯
の

宣
頭
で
目
出
度
い
祝
賀
会
を
祝
い

圭
し
か
。

榿肖防団第１分団に新型のポンプ車

ポンプ自動車の

入魂式・放水試験・祝賀会！

村消防団第一分団

ド レ ．よ 厂　 卜=　　　　　　 ， へ　 ▽ い ノ リ　　　　　 ド レ ，レ フ… …･　　　　　 一才 ）　 レ ＼I 卜I　 ダ　 ／ ・
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，
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手
作
り
の
料
理
で
寂
し
さ
を
労
う
！

一
人
暮
ら
し
の
老
人
と
昼
食
会

十
一
月
六
日
（
水
）
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
村
玉
松
公
民
館
に
お

い
て
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
津

島
鉄
男
会
長
）
主
催
の
一
人
暮
ら

し
老
人
の
方
に
対
す
る
昼
食
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
村
内
に
住
ん
で
い
る

十
七
名
の
一
人
暮
ら
し
老
人
の
出

席
者
か
お
り
、
村
赤
十
字
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
が
真
心
込
め
た
手
作
り

・

秕
の
里
　
　

穴
場
は
街

に
　

先
越

さ
れ
　
　
　

勇

三

・

合
風

が
　
　

村
か
ら
出
稼

ぎ
　

急

が
せ
る
　
　

昭
夫

・

過

疎
の
村
　

水

と
緑
を
　

売
り

に
出

す
　
　
　

年
栄

・

村
づ
く
り
　

は
ま
な
す
の
花
　

競
い

咲
く
　
　
　
　
潸

料
理
で

ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。

開
会
式

で
は
、
津
島

会
長
よ
り

。

「
皆
さ
ん

は
日
頃

一
人
で
生

活
し

て

何
か

と
不

便
を
感
じ
て

い
る
と

思

い
ま
す
。
昔

は
家
族

が
一
緒
で

し

た

が
、
今

は
時
代

が
変
り

一
緒

に
住
む
と

い
う

こ
と

が
な
く

な
っ

て
来

ま
し

た
。

今
日
は
赤
十
字

奉

仕
団

の
皆

さ
ん

が
作
っ
た
料
理

を

食

べ
て
元

気
を
出
し

て
ほ
し

い
」

と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。

ま

た
、
久
慈

寛
一
村
老
人

ク
ラ

ブ
会
長

よ
り
「

こ
れ
か
ら
は
寒

く

な
り

ま
す

の
で

、
健
康
に
は

十
分

に
気

を
つ
け
、
元
気

に
生
活
し
て

ほ
し

い
」
と

激
励

の
言
葉

が
あ
り

ま
し

た
。

津
島

会
長
よ
り

参
加
者
一
人

一

人

に
記

念
品

が
贈
呈

さ
れ
た
後

、

坂
本
豊
光
村
民
生
委
員
総
務
の
音
頭

で
乾
杯
し
昼
食
会
に
入
り
ま
し
た
。

昼
食

後
は
、

映
画

「
夢
か

ぎ
り

な
く
」

を
全
員
で

観
賞
し

て
楽
し

い
一
日

を
終
え
ま
し

た
。

暮らしと電気安全
年
賀
状
の
準
備
は
お
済
み
で
す

か
。
わ
が
国
に
は
古
く
か
ら
、
年

賀
の
風
習
が
あ
っ
て
、
近
く
に
は

使
者
で
、
遠
く
へ
は
飛
脚
な
ど
で

年
賀
の
手
紙
を
託
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
今
か
ら
百
二
十
年
前
の
明
治
六

年
に
「
郵
便
は
が
き
」
が
発
行
さ

れ
て
か
ら
は
、
手
紙
よ
り
簡
単
な

は
が
き
を
年
賀
に
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
暮
れ
の
大
掃
除
は
大

変
で
す
が
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ

な
ど
の
ホ
コ
リ
払
い
、
冷
蔵
庫
や

照
明
器
具
の
ふ
き
掃
除
等
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
電
気
安
全
・
衛
生
面

か
ら
も
非
常
に
大
切
で
す
。

特
に
テ
レ
ビ
は
大
型
の
う
え
衛

生
放
送
の
普
及
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

・
稲
不

作
　
　

出
稼
ぎ

送
る
　

村
の
駅
　
　
　
　
　
光
子

・
親
子

Ｔ
　
　

扁
く
耳

も
た
ぬ
　

十
三
才
　
　
　

勝

美

・

社
会
へ

と
　

秒
読

み
開
始
　

ラ

ン
ド
セ
ル
　
　

啓
子

・
生
徒
よ
り
　

親

が
着
か
ざ

る
　

卒
業
式
　
　
　

増
吉

・
ビ
デ
オ
撮
り
な
ど
で
、
長
時
間

ご
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
ホ
コ
リ

が
た
ま
り
易
く
、
こ
の
ホ
コ
リ
と

長
時
間
使
用
の
加
熱
な
ど
に
よ
っ

て
、
故
障
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
掃
除
の
際
は
丁
寧
に
取
扱

い
ま
し
ょ
う
。

12月の土曜閉庁日は

14日と28日です。

ただし中央公民館、幼稚園、保育

園、児童館はこれまでどうりです
Ｏ

電
話
番
号
並
び
に
、

電
話
名
義
等
の

訂
正
の
お
願
い
！

村
商
工
会
青
年
部

先
日

、
村
商
工
会

青
年
部
で
村

民
の
皆
様

に
無
料
配

布
し

ま
し

た

電

話
帳

の
、
電
話
番
号

・
電
話
名

義

等
に

誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し

た
の

で
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、

お
手

数
で
も
下
記
正

誤
表

を
参
考

に
、
お
宅
に
配

布
さ
れ
た

電

話
帳
を

ご
訂
正
願

い
ま
す

。

地区名 Ｐ数 誤 正 備　　　　　 考

長　 科 ７ 藤本昭男27-2175 藤 本昭男27 一2852 電 話 番号誤り

長　科 ８ 松本松雄27-3184 記入 もれ

阿弥陀川 9(広告欄) 青木建築27-2740 青 木 建築27-2140 電 話 番号誤り

蓬　 田 １２ 木村貞司27-2527 木村 真司27-2527 電 話名義誤り

広　 瀬 ２１ 天内岩光27 一2084 天内 岩光27-2804 電 話 番号誤り

広　 瀬 ２１ 柿崎兼雄27-2644 柿崎 兼雄27-2664 電 話 番号誤り

広　 瀬 ２２ 田中嘉太郎27-3026 田中嘉太郎27-3206 電話 番号誤り

今
年
は
冷
害
の
影
響
で
、

農
家
の
方
々
は
大

変
ご
っ

た
と
思
い
ま
す

。

来
年
は
良
い
年
で

あ

り
ま
す
よ
う
に

。

家電器具も

大　掃　除

(財)東北電気保安協会

ね
ぎ
ら



広報よもぎた

一
生
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う

青
年
の
船
随
想
録
②
高
田
　
巧

青
森
港
出
港
後
九
日
目
、
我
々

第
四
回
青
年
の
船
一
行
は
、
す
ば

ら
し
い
な
ぎ
の
中
、
広
大
な
、
そ

し
て
美
し
か
っ
た
中
国
に
後
髪
を

引
か
れ
な
が
ら
別
れ
を
告
げ
、
第

三
の
寄
港
地
釜
山
へ
向
か
っ
た
。

船
上
慰
霊
祭
で
は
、
平
和
な
世
界

が
永
遠
に
続
く
事
を
祈
る
！

天
津
か
ら
釜
山
ま
で
船
上
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
祖
国
の
為
必
死
で
戦
い
、
無

念
に
も
再
び
故
郷
の
土
を
踏
む
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
人
達
、
ま
た

海
難
事
故
に
よ
る
死
者
達
へ
の
冥

福
を
祈
る
為
、
式
は
厳
粛
に
行
わ

れ
た
。
黙
祷
の
時
に
鳴
ら
さ
れ
た
汽
笛

が
深
く
心
に
染
み
渡
り
、
こ
の
悲

劇
を
二
度
と
繰
り
返
す
事
な
く
、

平
和
な
世
界
が
永
遠
に
続
く
事
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

海
底
に
沈
む
御
霊
よ
、
安
ら
か

に
お
眠
り
下
さ
い
。

韓
国
が
日
本
と
肩
を
並
ぶ
先
進
国

に
な
る
日
は
そ
う
遠
く
な
い
！

十
日
目

、
九
月
十

七
日
十
五
時

「
釜

山
港
へ
帰

れ
」

で
有
名
な
大

韓
民
国

釜
山
へ
入
港

、
一
路
最

初

の
寄
港

地
活
動
で
あ

る
龍

頭
山
公

園

へ
と
向
か
っ
た
。

バ
ス
の
車
窓

か
ら
見

る
釜
山
の
町

並
み
は
、
日

本

と
大

差
な
く
中
国

で
感
じ

た
素

朴
感

、
物
質
文
化

の
遅
れ
は
全
く

感
じ

な
か
っ
た
。
ま

た
、
交
通

事

情
は

、
日
本
の
大

都
市

に
も
負
け

な

い
程
混

雑
し
、
そ

の
上

誰
も

が

我
先

を
と
道
を
急

い
で

い
る
。

ま
る
で

、
今
に
も
日
本

を
追

い

越
そ
う

と
い
う

息
込
み

に
も
感
じ

ら
れ
、
韓
国

が
日
本

犬
眉
を
並

べ

る
先
進
国

に
な
る
日
も
そ
う

遠

い

事
で
は
無
い
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ

の
後

、
コ
モ
ド
ー

ホ
テ

ル
に

て
、
韓
国
青

年
友
好
交

勧
会

が
催

さ
れ
、
韓
国

の
青
年
達

と
楽
し

い

一
時
を
過
し
た
。
ま
と
も
と
り
片

は
、
日
本
領

事
館
の
方

で
、
日
本

語
は
問
題
な
く
会
話
が
は
ず
ん
だ
。

皆

さ
ん

と
て

も
陽
気
な
人

達
で
、

し

か
も
美
し

い
人

が
多

く
、
フ

ァ

ブ
ン
ヨ
ン
も
日

本
と

ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
ず
、
こ

の
点
か
ら

も
自
分
の

想

像
以

上

に
、
こ
の
国

は
進
ん
で

い
る
な

と
感
じ

ま
し

た
。

十
一
日
目

、
韓
国

の
古
都
、
慶

州
に
て
天
馬

塚
（
古
墳

）
、
仏
国

寺
等
の
旧
跡
を
見
学
し
、
そ
し
て
、

女
子
団
員

に
と
っ
て

は
、
メ
イ

ン

イ

ベ

ン
ト

と

も

言
え

る
免

税
店

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
日
本

で
も
人
気

の
シ
ャ
ネ

ル
の
コ
ー
ナ

ー
に
は

。

一
瞬
に
し
て
黒

山

の
人

だ
か
り

が

出
来
、
そ

の
山
は
集
合

時
間

が
過

ぎ
る
ま
で
崩
れ
る
事
な
く
続
い
た
。

連
日

ビ
ッ
チ

リ
の

ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル

に
、
皆
疲

れ
て

い
る

だ
ろ
う

と
思

っ
て

い
ま
し

た

が
、
こ

の
時

ば
か

り
は
女
性
の
強
さ
と
い
う
も
の
を
、

改
め
て
痛

感
い
た
し
ま
し

た
。

ガ
イ
ド
兼
通
訳
の
方
々
に
、

心
よ
り
あ
り
が
と
う
！

十
二
日
目
、
国
連
軍
墓
地
を
見

学
後
、
先
復
洞
に
て
自
由
行
動
、

中
国
で
は
、
免
税
店
で
も
な
か
な

か
日
本
語
が
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
点
韓
国
で
は
日
本
語
が

通
じ
る
所
が
多
く
、
町
を
歩
い
て

い
て
も
私
達
の
付
け
て
い
る
名
札

を
日
本
語
で
呼
び
か
け
て
く
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
と
、
案
外

安
心
し
て
散
策
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
お
も
い
お
も

い
の
貴
重
な
自
由
時
間
を
過
し
た

後
、
と
う
と
う
出
港
の
時
が
や
っ

青年の船随想録②

仲
間
達
と
の
出
会
い
！

免
税
店
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、

女
性
は
強
し
！
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たぎもよ報広

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
て
の
帰
港
地
研
修
を
無
事
終

了
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
ガ
イ
ド

兼
通
訳
の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
手

を
振
り
な
が
ら
見
送
っ
て
く
れ
る

の
を
見
て
い
る
と
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
気
持

で
一
杯
に
な
り
、
私
も
手
が
ち
ぎ

れ
ん
ば
か
り
に
手
を
振
り
返
さ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

青
年

の
主
張
大
会
で
は

、

老
人

ホ
ー
ム
の
職
員
が
＼

発
表
し
た
こ
と
に
感
動
！

釜
山
港
出
港
後
、
韓
国
の
余
韻

を
楽
し
む
間
も
な
く
、
青
年
の
主

張
大
会
が
開
か
れ
、
ク
ラ
ス
の
代

表
が
個
々
の
テ
ー
マ
で
意
見
を
主

張
し
合
い
ま
し
た
。

地
域
発
展
に
つ
い
て
発
表
す
る

人
や
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
語
る

人
あ
り
で
、
様
々
な
演
題
を
掲
げ

立
派
な
考
え
を
主
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
中
で
も
強
く
私
の
心
を
打

つ
だ
の
が
老
人
ホ
ー
ム
職
員
に

よ
る
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
の
主

張
で
し
た
。
ホ
ー
ム
で
の
老
人
達

の
世
話
は
、
大
変
な
所
も
あ
る
け

れ
ど
も
老
人
達
の
笑
顔
、
お
礼
の

言
葉
を
聞
く
と
、
や
る
気
が
出
て

く
る
と
い
う
内
容
で
何
か
心
が
温

か
く
な
り
ホ
ロ
リ
と
く
る
発
表
で

し
た
。

研
修
の
終
わ
り
の
、
さ
よ
な
ら
パ

テ
ィ
ー
で
は
、
涙
、
涙
、
涙
！

十
三
日
目
、
全
て
の
研
修
を
終

え
最
後
の
パ
土
ア
イ
ー
で
あ
る
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
楽
し

か
っ
た
青
年
の
船
に
別
れ
を
惜
し

ん

だ
り
色

ん
な
感

情
が
入
り
混
じ

っ
て
場
内
は
感
涙
の
嵐
と
な
っ
た
。

そ
し

て
、
十
四
日
目

、
朝
、
下

船
、
帰
港

式
を
迎
え
第
四

回
青
年

の
船
は
幕

を
閉
じ

た
の
で
す
。

こ
の
旅

が
私
に
与
え

て
く
れ

た

も
の
は

、
多

く
の
知

識
、
青
森
各

地
の
状
況

、
国

際
的
視

野
の
拡
大

と
、
数
え
上

げ
る

と
き
り

が
あ
り

ま
せ
ん

が
、
や
は
り
一
番

貴
重
な

の
は
、
一

生
大

事
に
し
て

い
き
た

い
と
思
う
仲
間

達

が
出
来

た
事
、

そ
の
仲
間
達

と
の
楽
し

い
思

い
出

だ
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
青

年
の
船

の
関

係
者

の
皆
様
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
！

十

一
月

六

日

（

水

）

村

教

育

委

員

会

教

育

長

室

に

お

い

て

、

奈

良

尹

教

育

長

よ

り

、

津

島

鉄

男

村

社

会

福

祉

協

議

会

長

へ
社

会

福

祉

に

役

立

て

て

と
二

万

円

の
寄

付

金

を

手

渡

し

ま

し

た

。

こ

の
お
金

は

、
十
月
二

十
日
（
日

）

に
行

わ

れ

た

、
蓬

中

祭

に

て

蓬

中

Ｐ

Ｔ
Ａ

王

藤

修
治

会
長

）
が
食

堂
、

喫

茶

を

設

た

益

金

を

寄

付

し

て

い

た

だ

き

ま
し

た

。

あ

り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

す

。

蓬
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

蓬
田
中
学
校
へ
絵
を
寄
贈
が
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
谷
　
ま
ゆ
み
さ
ん

十
月
二
十
日
(
日
）
 
蓬
田
中
学
校
（
相

内
潔
校

長

）
主
催

の
蓬
中

祭
に

倉
谷
ま
ゆ
み
（
阿
弥
陀
川
出
身
）

さ
ん

が
自
作
の
絵
や

、

パ
ッ
チ
ワ

ー
ク

の
作

品
十
数

点
を
無
償
で
展

示

協
力
し

て
く
れ
ま
し

た
。

倉
谷
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
蓬
田
中

学
校
卒
業
生

で
、
先

日
、

自
費
に
て

「
私
の
小

さ
な
ア
ト
リ

エ
」
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

ま
た
、

自
作
の

『
だ
る
ま
』
・

『
ね

ぶ
た
』
絵

を
二

点
中

学
校
に

寄

贈
し

て
く

れ
ま
し

た
。

あ

り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

こ
の
絵
は
、
校
長
室
に
飾
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
お
寄
り

の
際
に
は
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

青年船随想録②9
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元
気
な
よ
い
子
を
産
む
た
め
に
！

マ
マ
と
な
る
あ
な
た
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
…
…

近
頃
村
を
歩
い
て
い
て
も
、
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
方
を
み

か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
出
歩
か
な
く
な
っ
た
の
か

妊
婦
さ
ん
も
あ
ま
り
み
か
け
ま
せ

ん
。
昭
和
4
5年
に
は
、
百
人
の
妊

婦
さ
ん
が
役
場
に
母
子
手
帳
を
も

ら
い
に
き
て
い
た
の
に
、
2
1年
だ

丈
夫
な
子
を
生
み
育
て
る
為
の

学
習
の
場
と
し
て
、
村
で
は
母
親

教
室
を
開

い
て

い
ま
す
。

。
お
母

さ
ん
に

な
る
″
と

い
う
心

構
え
を

し

っ

か
り

持
つ
こ

と
や

、
妊
娠

・

出
産
に

つ
い
て
の
詳
し

い
知
識

、

又
、

お
産
の
為
の
準
備

、
生

れ
た

赤
ち

ゃ
ん
の
育
て
方

な
ど
に
つ

い

て
学

べ
る
よ
う

、
貧

血
検
査
を
含

め
、
実
用

的
な
内
容
を

も
り
こ
み

毎
月

一
回

、
年
三

回

の
講

座
を
行

っ
て

い
ま
す
。
し

か
し

、
下

の
表
を

み
て
わ

か
る
よ
う
に

、
年
々
妊
娠

届
け
も

減
っ
て
き
て
、
母

親
教
室

に
参
加
す

る
人
も

だ
ん

だ
ん
と
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

小

さ
な

い
の
ち
を

育

む
為

の
お
手

伝

い
と
し

て
の
教
室
で
す

か
ら
、

出

産
ま
で

に
、
で
き

る
だ
け

一
講

座
を
受

講
し

て

、
生
活

の
中

で
実

践
で
き

る
知
識
を
身
に

つ
け

て

ば

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

妊
婦
さ
ん

に
限
ら
ず
小

さ
な
子

供

さ
ん
を
持

つ
お
母

さ
ん
方
か
ら
も

よ
く
聞
く
言

葉
で
す
。

友
達

が
ほ

し

く
て
参
加
し

た
の
に

、
誰
も
こ

な
く
て

が
っ
か
り
し

た
と
言
っ

た

大
も
あ
り

ま
し

た
。
比

較
的
若
く

て
、
村
外

か
ら
嫁

い
で
き

た
大
が

多
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
ま
す
が
、

い
つ
ま
で

も
知
ら
な

い
大

ば
か
り

と
言
っ
て

は
い
ら

れ
ま

せ
ん
。
家

の
中

に
閉

じ
こ
も
っ
て

ぽ
か
り

い

な

い
で
、
積
極
的

に
出
歩
き
ま
し

ょ
う
。

大
は
人

の
輪
の
中
で

、
子

供

は
子

供
の
輪

の
中

で
交
流
す

る

こ

と
が
、
対
人
関

係
を
学

ぶ
上

で

は
、
非

常
に
大

切
な
こ
と
で
あ

る

S58 年以降の妊婦健診・母親教室の状況

平

成
２

年
に
届
け

を
し
た
人

の

中

で
、
母

親
教
室

の
行

わ

れ
て

い

な
い
所
で
の
出
産
予
定
は
６
割
で
、

村
の
教
室

に
参
加
し

た
大
半

が
そ

の
人
達
で
し

た
。

初
産
の
大
は

何

か
と
不

安

が
つ
き
も

の
、
悩
ん

で

い
な

い
で

自
発
的

に
聞

き
ま
し
ょ

う

。
元
気

な
よ

い
子
を

産
む
た
め

に
、
ま

た
、
か
し
こ

い
マ
マ
と
な

る
た
め
に

、

ぜ
ひ
村

の
母

親
教
室

に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

お
な
か

の

中

の
赤
ち

ゃ
ん
も
そ
う
願

っ
て

い

る
は
ず
で
す

よ
／
・

年
妊　婦
届出数
対象数 参加数 参加率 備　　　　　考

S58 58 74 17 23 妊婦健診３回

59 52 63 31 49 /7　　　μ

60 43 81 21 26 凵 回、母親教室３回

61 43 98 24 25 妊が計目談３回、　μ

62 56 207 45 22 母親教室９回

63 45 140 27 19 μ　　　μ

Ｈ元 43 200 34 17 μ　　12回

２ 31 174 26 15 /7　　　μ

保健婦から 1

0

●
初
産
の
人
は
教
室
へ
！

と
日
頃

感
じ
て

い
ま
す
。

●
妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
！

●
友
達
が
ほ
し
い
！

ど
こ
に
誰
が
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
、
自
分
の
子
供
と
同
級
生
に

な
る
子
が
い
る
の
か
し
ら
な
ど
、

人形を使ってだっこの練習！
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奉
仕
の
心
を
大
切
に
！

今
回

は
、「
す

べ
て

の
人
々
の
し

あ
わ
せ
を

ね
が
い
、
陰

の
力
と
な

っ
て
人

々
に
奉

仕
す

る
こ
と
を
信

条
」
と
し
て
活

動
し
て

い
る
、
村

赤
十
字
奉
仕
団

（
張
間
キ
ョ

委
員

談話室

長

、
団
員
三
百
二

十
九

名

）
の
皆

さ
ん
に
取
材
し

ま
し

た
。

村
の
赤
十
字
奉
仕
団
は
毎
年
い
ろ

々
な
活
動

を
し

て

お
り

、
特
に
年

間

の
活
動

と
し

て
は

、
「
中

山
荘

老

人

ホ
ー

ム
」

、

「

鶴

ヶ
丘

老

人

ホ
ー

ム
」

へ
の

オ

ム
ツ

寄

贈

や

、

オ

シ

メ

作

り

、

窓

ふ

き

や

、

話

し

相

手

な

ど

の

活

動

は

長

年

継

続

し

て

お

り

、

玉

松

海

水

浴

場

、

台

上

の

清

掃

、

各

施

設

の

訪

問

、

清

掃

、

献

血

推

進

活

動

、

村

社

会

福

祉

協

議

会

が

主

催

し

て

行

わ

れ

る

、

一

人

暮

ら

し

老

人

へ

の

手

作

り

の

昼

食

サ

ー

ビ

ス
、

ま

た

、

団

独

自

の

研

修

と
し

て

、

災

害

発

生

時

に

備

え

て

の

炊

き

出

し

実

習

、

救

急

法

（
蘇

生

法

）

の
研

修

は

毎

年

怠

り

ま

せ

ん
。

ま

た
先

日

、

日

本

赤

十

字

社

県

支

部

よ

り

、
元

年

度

よ

り
三

年

間

連

続

し

て

赤

十

字

社

員

増

強

運

動

に

て

、

社

資
目

標

額

完

遂

、

早

期

完

遂

、

高

率

完

遂

し

て

、

県

下

で

は

初

め

て

の
目

標

達

成

を

成

し

遂

げ

た

と

い
う

こ

と

で

、
名

誉

な

記

念

の

盾

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

張

間

委

員

長

は

「

我

々

奉

仕

団

の

活

動

は

、

因

っ

て

い

る

人

に

手

を

差

廷

べ

な

が

ら

、

人

々
の

幸

せ

を
願

つゝ

こ

と

で

す

。

こ
ヽ
つ

い

つヽ

活

動

の

陰

に

は

、

家

族

の

理

解

と

協

力

な

く

て

は

と

て

も

で

き

な

い

活

動

で

す

」

と

話

し

て

く

れ

ま

し

た
。村

赤

十

字

奉

仕

団

は

、

世

界

が

平

和

に

な

る

こ

と

に

願

い

を

込

め

な

が

ら

、

今

、

地

域

の

人

々

が

皆

な

幸

せ

に

暮

ら

せ

る

よ

う

に

と

、

奉

仕

団

一

丸

と

な

っ

て

今

日

も
頑

張

る
。

み
～
つ
け
た

4

6

よもぎの園（蓬田）から四戸橋

（中沢）までの海岸通り道路を車

にて通行できるのをご存じでした

か？

道路は、よもぎの園から阿弥陀

川までしか舗装になっていません

が、車は十分に通行できます。

談話室／行事予定1

1

12月行事予定
Ｑ
乙

３４ｒ
Ｄ

Ｒ

）

９６１７１９１０り
乙

―Ｑ
乙

４
（
‥
乙 日

フ

ー

プ
つ
教

室

～
1
8
:
3
0
　

（
中

央
公

民
館

）

高

齢
者

教
室

Ｓ
9
:
0
0

（
中

央
公

民
館

）

村

功
労
者

表

彰
式

～
0
:
0
0

（
中

央

公
民

館

）

ワ

ー

プ
ロ
教
室

～
8
:
3
0

（
中

央
公

民
館

）

食

生
活

改
善

推
進

委
員
研

修

会

（

中

央
公

民
館

）

ワ

ー

プ
ロ
教
室

Ｓ
1
8
:
3
0

（
中

央
公

民
館

）

授
業

参
観

日

乳
児

健
診

～
3
:
0
0

（
中

央
公

民
館

）

も
ち

つ
き

会

校
内

球
技

大
会

終
業

式

冬
季

休
業

（

～
１
／
1
4
）

行
　
　
　
　
　
　
　

事

中

中

公

民

館

中

央

公

民

館

総
　
　

務
　
　

課

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

中

央

公

民

館

蓬

田

中

学

校

民
　
　

生
　
　

課

蓬

田

小

学

校

蓬

田

中

学

校

蓬

田
小

・
中

学
校

蓬

田
小

・
中

学
校

担
　
　
　

当

NO.46
がんばる
赤十字奉仕団
蓬田村



たぎもよ報広

け
っ
ぱ
る
蓬
田
人
3
9
　
ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

村
民
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

私
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
ミ
ナ

ト
横
浜
に
在
住
し
て
早
く
も
三
十

年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

村
制
要
覧
を
拝
見
し
、
そ
の
変

貌
ぶ
り
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

そ
の
間
、
村
民
の
皆
様
方
の
御

努
力
と
御
苦
労
、
そ
し
て
、
創
意

工
夫
に
よ
り
、
豊
か
で
、
明
る
い

村
造
り
の
為
に
御
尽
力
を
下
さ
れ

た
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
は
自
動
車
産
業
に
憧

れ
て
横
浜
に
来
ま
し
た
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

と
共
に
、
国
民
所
得
が
上
昇
し
、

運
転
免
許
が
大
衆
化
の
時
代
を
迎

え
る
事
を
予
想
し
、
教
習
所
に
転

職
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
来
二
十
七
年
間
、
技
能

指
導
員
を
振
り
出
し
に
、
学
科
、

検
定
等
の
各
資
格
を
取
得
し
、
今

で
は
、
会
社
の
中
核
と
し
て
け
っ

ぱ
っ
て
お
り
ま
す
。

自
分
と
同
年
輩
方
、
ま
た
子
供

の
様
な
教
習
生
に
対
し
て
、
時
に

人口と世帯数

(10月31日現在)

総人口　4,120 人
男　　1,979 人

女　　2,141 人

世帯数1,049 世帯

お誕生おめでとうございます

鴨
居
自
動
車
学
校

検
定
課
長

福
　
井
　
光
三

さ
ん

は
厳
し

く

、
時

に
は
優
し

く
、
事

故

を
起
こ

さ
な

い
、
思

い
や
り
の

あ
る
安
全

マ
イ

ン
ド
を
身

に
つ
け

た
、
初
心
運

転
者
の
育
成

に
、
微

力
で
は
あ
り

ま
す

が
一

生
懸
命
に

頑

張
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
に

も
か
か
わ
ら

ず
、
交
通

事
故
は
、
増

加
し

て

い
る
の

が
現

状
で
す
。

何
故

で
し
ょ
う

か
？

私
は

、
運

転
者
自
身

の
人
間
性

「
心
」

の
問
題
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す
。

一
般
家

庭
の
し
つ
け

や
、
学
校

教
育
に

お
い
て
も
「
心

」
の
教
育

が
不

足
し
て

い
る
様

に
思

わ
れ
て

な
り
ま
せ

ん
。

泉　知憲(で万３男

まさこ　　松　男八戸　雅子
匸
。 臼

古川遼　　　　　
日出春(

春　 代　
長　 男

稲葉裕昭　
(で

き

万

長　 男

故
郷
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
に

は
、
十
分
に
気
を
付
け
て
、
豊
か

で
、
明
る
い
、
故
郷
蓬
田
を
築
き

あ
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
村
民
の
皆
様
方
の

（細谷　　 聡（蓬　 田）

南　　 眞弓（中　 沢）

|柿崎　　 斉（広　 ㈲）

岩測　 和子（鶴田町）

ご
健
康
と
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念

致
し
ま
す
。

めも
卜 現住所／横浜市緑区鴨居７丁目２－７

登045(933)2077 S･･ 生年 月日／昭和16 年12

月28 日･･ 出身 ／郷沢／福井正光氏弟･･ 妻

・信子・長女 ・順子（大学２年）・次女

・智綰（高校２年）･･･好き なもの／ゴル

フ・釣り卜 経歴／青森県立青森工業高等

学校卒／日産自動車（株）横浜工場入社

（昭和36 ～39 年 ）（株）鴨居自動車学校

入社（昭和39 年 ）～現在に至る。

けつぱる 蓬田人／戸籍の窓口

戸籍の

窓　口

10月受付分

ご結婚おめでとうございまず

おくやみ申し上げます

山舘　　 清（瀬辺地　71 歳）

津島源之釛（蓬　 田　79 歳）

1

2

み
つ
　
み
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